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2026年 11月 4日 

各 位 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 

 

“エンタープライズ バイブコーディング”を用いた「企業向けパーソナライズ型 SaaS」を発表 

～シリコンバレーを代表するバイブコーディングの先端企業 Replit社の技術と 

三井住友ファイナンス＆リースのシステム開発の実践知を融合させた 

新サービスと開発ノウハウの提供を開始～ 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社（代表取締役社長：今枝 哲郎、以下「SMFL」）は、生成 AIを

活用した独自の開発手法“エンタープライズ バイブコーディング”※1 を用いた「企業向けパーソナライ

ズ型 SaaS」（（以下「 サービス」）の発表会を 11月 4日に開催し、顧客向けのサービス提供を開始した

ことをお知らせします。 

SMFLは サービスをデジタル事業の次の柱の一つに据え、デジタルサービスの売上拡大を目指します。 

 

【記者発表会の様子】 

 

写真左：SMFL 代表取締役社長 今枝 哲郎、写真右：Replit 共同創業者 兼 CEO アムジャド・マサド 

 

■  サービス提供の背景 

SMFLは、「モノ」の管理のプロフェッショナル企業として、約 9兆円の営業資産を保有しお客さまへ

提供しています。大量の資産を保有・管理する過程で、自社の業務上の課題をデジタルで解決し、お客

さま向けのサービスとして提供してきました。 
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 2021 年に外販を開始した資産管理クラウドサービス「assetforce」は、200 社超と有償契約を結び、

400 万点を超える資産データを管理しています。一方で、企業固有の操作画面や機能を個別に開発する

際は、要件の整理や実装に相応の時間と工数を要するという課題がありました。この課題を解決するた

め、SMFLは Replit社との協業を通じ、生成 AIによる開発のスピードと創造性を生かした開発手法を確

立し、 サービスを開発しました。 

 

■ サービスの概要 

 サービスは、SMFL が企業向けシステム開発で培ってきた実践知と、米国シリコンバレーを代表す

る AI企業、Replit社が提供するクラウド型開発環境「Replit」を融合させた新たなサービスです。 

SMFLが提供する資産管理クラウドサービス「assetforce」と、生成 AIと自然言語で対話しながら、ア

プリケーションを構築することができる（「Replit」の創造性を掛け合わせ、さらに、この 2つを安全に接

続するための開発基盤「ADP（（assetforce Data Platform）」が一体となったサービスを提供し、企業にお

けるシステム開発プロセスの生産性向上をサポートいたします。 

 

【 サービスの概要と特長】 

 

 
 

① assetforce：あらゆるモノのデータを管理する業務とデータの基盤 

② ADP：assetforceと Replitの双方を企業ルールに沿って接続する開発基盤 

③ Replit：ユーザーの自由な発想をアプリケーションとして実現する開発環境 

④ FDE（（Forward Deployed Engineer）：資産管理の現場を知り、お客さまが思い描くアプリを作り

上げるエンジニア 
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■  サービスの実践事例と効果 

・assetforceのパーソナライズ対応 

企業固有の画面や機能を、ADPと assetforceを基盤として Replitで開発します。実際の開発期間や効

果は、対象業務、要件、既存システムなどにより異なりますが、従来手法で 6人・約半年を要すると想

定した開発を、1人・1週間で実現しました。 

 

■今後の展開 

SMFLは、この（「企業向けパーソナライズ型 SaaS」をデジタル事業の次の柱の一つに据え、デジタル

サービスの売上規模を今後 5年間で 10倍へ伸ばしていきます。 

 

■ SMFL 代表取締役社長 今枝 哲郎のコメント 

バイブコーディング”という言葉は一般的に聞かれるようになりましたが、企業が利用する際はコスト

も安全性も担保する必要があります。SMFLでは、そのための手法を確立し、“エンタープライズ バイブ

コーディング”と名付けました。これをもとに、一般的な SaaSでは難しいとされていた企業の個別ニー

ズに柔軟に対応できるサービスとして、「企業向けパーソナライズ型 SaaS」を提供することといたしま

した。 

 

■Replit共同創業者 兼 CEO アムジャド・マサド氏のコメント 

アジア初のオフィスを開設することは、私たちにとって大きな節目です。SMFL とのパートナーシップ

は、AIが企業の運営の在り方をどのように変革できるかを示しています。私たちはセキュリティと統制

があらかじめ組み込まれた AIエージェントが、より多くの業務の実行を担う（「セルフドライビング・カ

ンパニー」こそが、未来の姿だと考えています。アジア全域の多くの企業がこの変革を実現できるよう

支援できることを、心から楽しみにしています。 

 

■書籍『エンタープライズ バイブコーディングの衝撃』を 11月 27日に発売 

SMFL が業務システム開発の現場で実践してきた AI 駆動開発の全体像や、Replit 社との協業や実証で

得た知見などを著した書籍（『エンタープライズ バイブコーディングの衝撃 AI駆動開発が変える企業競

争力』（三井住友ファイナンス＆リース デジタルラボ 著）を 11月 27日に発売します。 

 書では、要件定義から設計、実装、テストまで、企業のシステム開発のすべての工程で生成 AIを活

用する手法を解説しています。IT部門・DX部門に加え、経営層や利用部門のリーダーにも向けた実践的

なガイドです。 
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＜書籍概要＞ 

• 書名：エンタープライズ バイブコーディングの衝撃         

AI駆動開発が変える企業競争力 

• 著者：三井住友ファイナンス＆リース デジタルラボ 

• 発行：日経 BP 

• 発売日：2026年 11月 27日 

• 体裁：単行 （200ページ） 

• 定価：2,970円（税込） 

• ISBN：978-4-296-21051-0 

• Amazon購入ページ：

https://www.amazon.co.jp/dp/4296210513 

 

 

 

 

 

※1 エンタープライズ バイブコーディング 

SMFLが導入した企業向けの業務システム開発における AI駆動開発の活用・導入のための開発手 

法。プロンプト入力時の制御、エンジニアによる非機能要件の確定、ソースコード生成後の独自の 

検証など、エンタープライズ向けの AI駆動開発に必要な、安全性と信頼性を担保するために必要 

な開発プロセスを整備したもの。 

 

以 上 

 

【 サービスに関するお問い合わせ先】 

専用お問い合わせフォーム https://pr.asset-force.com/evc/contact.html 

【プレスに関するお問い合わせ先】 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 広報 IR部 宗形 TEL 03-5219-6334  

 

https://www.amazon.co.jp/dp/4296210513
https://pr.asset-force.com/evc/contact.html

